
みなみちた学校づくり通信 Vol.02
2026年（令和8年）7月

令和８年７月７日、先進地視察として、飛島村の飛島学園、瀬戸市のにじの丘学園のお話
を聞かせていただき、学校施設も実際に見学させていただきました。

町長はじめ、副町長、教育長、町議会議員、建設検討委員など、総勢３０名という大人数に
もかかわらず、長時間にわたり大変丁寧にご対応いただき、とても有意義な視察をすること
ができました。
今回の視察で得られた多くの学びや気づきを、今後の学校づくりに活かし、南知多町の子ど
もたちにとってより良い教育環境の実現に向けて、引き続き取り組んでまいります。

南知多町企画財政課・教育課

①飛島村立飛島学園の概要

≪ふれあいホール≫
全学年と先生が一同に会して給食を食べられる
ランチルーム利用のほか、集会場などにも利用

▶所在地：愛知県海部郡飛島村
大字松之郷三丁目２１番地

▶沿 革：平成２２年
小中一貫校開校
令和 ２年
義務教育学校開校

▶施 設：敷地面積42,856㎡、
校舎延床面積9,826㎡
体育館延床面積2,765㎡

▶生徒数：前期課程（１～６年生）
２３９人
後期課程（７～９年生）
１３３人
※令和８年４月時点

②飛島学園に聞きました！

質 問 回 答

同じ建物で小学生・
中学生が一緒に学ん
でいることのメリッ
ト、デメリットは。

中学生の姿に憧れる小学生、小学生に関わる中学生という
関係により、憧れ効果、思いやり効果が生まれる。
小中どちらかの経験しかない教職員においては、入学式の
姿から９年生までの姿を描くなど、より発達段階を意識し
て指導にあたることができるようになっている。

初等部と中高等部に
おける５分の日課表
のずれによる声や物
音の影響は。

初等部（１～４年生）は１階に配置、中高等部（５～９年
生）は２階に配置しており階が異なること、また、中高等
部は教室がオープンスペースでないことや、教室と廊下の
間にワークスペースがあるため、休憩時間中の声が届くこ
とが少なくなっている。



③瀬戸市立にじの丘学園の概要

＜専用のご意見フォーム＞
にご意見をお寄せください➡

ご意見・ご質問等ございましたら、南知多町企画財政課または教育課までお問い合わせください。
〒４７０－３４９５ 知多郡南知多町大字豊浜字貝ヶ坪１８番地 ☎0569-65-0711

＜学校新校舎整備事業ＨＰ＞
こちらも更新していきます➡

▶所在地：愛知県瀬戸市
中山町１番地の５７

▶沿 革：令和 ２年
小中一貫校 開校

▶施 設：敷地面積82344.69㎡、
延床面積15701.46㎡
体育館延床面積2,765㎡

▶生徒数：約1,250人
※令和８年４月時点

≪教室とつながるワークスペース≫
間仕切りを開放することで様々な学習形態に利用可能④にじの丘学園に聞きました！

質 問 回 答

同じ建物で小学生・
中学生が一緒に学ん
でいることのメリッ
ト、デメリットは。

メリットとして、中学生が下級生と日常的に触れ合うこと
で優しさや思いやりの気持ちが育成されることや、小学
生・保護者にとって中学校進学時の環境変化による不安
（中１ギャップ）が軽減される。また、教職員間でも情報
共有がスムーズになり、９年間を見通した系統的な指導が
可能となる。
デメリットとして、小学６年生が最高学年として活躍する
場面が限定され、リーダー性や責任感の育成のタイミング
が難しい。また、特有の行事や活動によって施設使用や日
程調整に制限がかかる点も課題。

小学生、中学生が共
用している教室、建
物は。

体育館（大・小分かれている）、プール、図書室、理科室、
調理室、被服室、音楽室、図工室・美術室、メディアルー
ムなど。職員室も小中合同で１室。

特別教室など共用の
際、体格差などによ
る支障やその対応は。

小中学校間で体格差があるため机や椅子の高さの問題が生
じることがあること、時間割の調整が大変という現場の声
もある。
共用する特別教室の机や椅子は、基本的に小中共通のもの
を使用しているが、一部、高さを調整できる可動式のもの
や、主として使用する校種に合わせるなど工夫している。


